
































「瀬波郡絵図」は縦 243× 横 693 ㎝（図 1）、「頸城郡





The basic research I into Echigo-no-kuni Senamigun-ezu
―Charge system between “military work” and “village and town” at Senamigun in Sengoku period―
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383 ヵ村町は 1.9 倍、瀬波郡 255 ヵ村町は 2.2 倍
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 ・小村学説 2 批判 ― 小村氏が分析した越後国瀬波
郡色部領の 20 ヵ村町のうちで、「A 知行定納高」と「B
郡絵図の本納高」との対比が可能な事例は 12 ヵ村で、
対比不能が 8 ／ 20 ＝ 40％にもなる。A と B の一致率
は 4 ／ 20 ＝ 20％にしかならない。A が B よりも少な
いのは金屋村の 1 ヵ村だけである。A が B よりも多
い村町は 7 ／ 20 ＝ 35％である。A が B よりも多いこ
とは、差出高よりも検地高の方が少ないことを意味し、
文禄四年の実測検地は随分と緩やかな検地だったこと
になる。A と B の一致率は低いので、小村学説 2 は
蓋然性が無い。
 ・小村学説 3 批判 ―16 ヵ村のうちの 7 ヵ村で D 近





表 1 は、小村氏が分析した色部領の 20 ヵ村町のう
ちから、全項目が比較出来る 11 ヵ村を抽出したもの
である。11 ヵ村のうちで 8 ヵ村の「郡絵図の B 本納
高＋郡絵図の C 縄ノ高」の数値の方が、郡絵図の「C
縄ノ高」よりも D 近世の村高に近似している。この









注 7・11 参照。「正保国絵図」の村高は平凡社『新潟県の地名』より引用（注 16）。
  村名 Ｃ 郡絵図の 
  縄ノ高 
Ｄ 近世 






  の差額 
１． 宿田村 ６１０．６５４ １３８６※  １２３３ ＋７７６ ＋１５３  ○ 
２． 牛屋村 ７９５．７６２ １７３７※※  １３２３ ＋９４２ ＋４１４  ○ 
３． 桃河村 ７５１．６１１ ７００  １０６０    －５１○ －３６０ 
６． 田中村 ７４７．４７４   ９００  １１３２ ＋１５３○ －２３２ 
７． 飯岡村 ４９２．７２ ７６０    ７９７ ＋２６８  －３７ ○ 
９．八日市村 １４６．９６６ ４００    ２３７ ＋２５３ ＋１６３ ○ 
１１．山田村 ３０６．６ ３００    ４５６       －６ ○＋１５６ 
１２．金屋村 １１６．９１３ １３００    ４２８ ＋１１８３ ＋８７２ ○ 
１３．山口村 ５９．６８ １００      ７６    ＋４１  ＋２４  ○ 
１５．粟島 １１８．５ １１８．５    ２２９ ＋１６８  ＋５７ ○ 
１６．酒町村 ５３５ ６００    ６４８   ＋６５  －４８ ○ 
 
















































〔別稿 1 の結論 1〕→
A．「越後国の郡絵図」は、頸城郡と刈羽郡の郡境
に屹立する、霊峰米山より北側（奥）の奥郡の刈
羽・山東・古志・蒲原・瀬波郡の 5 郡は約 1 ／ 6，
700 の瀬波郡縮尺で、米山より南側（内）の頸城・
魚沼郡の 2 郡は約 1 ／ 5，200 の頸城郡縮尺で作
成された。
B．「越後国の郡絵図」全体は、頸城・魚沼グルー














































「頸城郡東絵図」は 21 ／ 380 ＝ 5．5％、「瀬波郡

















































































図 3―奥山荘と荒川保の境界（注 17 より加筆して引用）
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大国但馬領の領境の約 4 ～ 5 ㎜の太い朱線に比べて、
大国但馬領と色部領の領境の朱線は約 2 ～ 3 ㎜でやや
細い（注 18）。図 5 の諸上寺付近には「是ハ大境のすじ」（史
料 c）、岩船潟の手前には「此大筋ハ大境ノすじ也」（史
図 7―「色部領・大国但馬領の領境と村上市・旧神林村の市
村境」／国土地理院 20 万分の 1 地形図、2001 年発行「村上」の一
部を使用。

























見解が正解だとは限らない ( 図 6)。



















































































細い朱線で区画された 22 のブロックと 253 の各村町
に通し番号を付している。小稿では、東京大学出版会
本の通し番号を踏襲して、小ブロックは①②③……、




















小泉荘加納の領域  ④組の 62 宿
や ず だ
田村～ 76 桃川村は







小泉荘本庄の領域  ⑥組の 86 九日市村～ 94 川内村、
⑦組の 95 河端村～ 100 大平村、⑧組の 101 七みなと
村～ 110 山屋村、⑨組の 111 瀬波村～ 125 黒谷村は、
旧本庄氏領を継承した村上城を中心とする大国但馬領
である。⑦組の 6 ヵ村、⑧組の 10 ヵ村、⑨組の 15 ヵ
村は全て大国但馬の単独知行地である。海岸部の⑫組
の 156 岩屋ヶ崎村～ 171 かん河村の 16 ヵ村も全て大
国但馬の単独知行地である。⑦⑧⑨組が小泉荘本庄の
中心だったと推定される。⑥⑦⑧⑨⑫の地域を「C 地




小泉荘北方の領域  ⑩組の門前川流域の 126 さべり
村～ 144 入山田村、⑪組の三面川流域の 145 いしすミ
村～ 155 ほそ口村、⑭組の高根川沿いの 185 岩沢村～
194 高根村、⑮組の大須戸川流域の 195 塩町村～ 200
大沢村、⑬組の大須戸川支流の塩野町川・高根川・三





※粟島は色部領。253 ヵ村町で割った。 欠字は 5 石に比定した。
　その他は推定近似値を入れて集計した。縄ノ高／本納高→1,69倍





する。⑯組は、201 あし谷村～ 214 黒
河俣大事村の勝木川（郡絵図は立嶋川）
流域と海岸部の集落からなる。⑰組は
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 １７３  小計  １２８９  ２４８４   ４７８ 
 小計 ４１６６ ５５７６  ７３６  粟島※    １１１   １８１   □１７ 










































の区分の記載は 359 ／ 380 で、記載率は約 94％である。
未記載の村町は郡絵図中に平均的に点在しており、偏
在する傾向は無い。「瀬波郡絵図」では、「上中下」の













である。A ～ E の地域別に記載率を見ると、A の荒

















地域・領主         Ａ色部領   Ｂ色部領        Ｃ大国領 
 村町の組  ①組▼   ②組   ③組  ④組▼  ⑤組  ⑥組  ⑦組  ⑧組 
 未記載率  ２／２５  １８／２５  １１／１１  ２／１５  ２／９  ４／９  ２／６ ５／１０ 
     ％   ８    ７２   １００   １３   ２２   ４４   ３３   ５０ 
地域・領主 Ｃ大国領       Ｄ大国領 Ｃ大国領          Ｄ大国領 Ｅ大川領
 村町の組  ⑨組   ⑩組  ⑪組▼  ⑫組▼ ⑬組▼   ⑭組  ⑮組  ⑯組▼
 未記載率 ３／１５  ４／１９ １／１１ ２／１６ １／１３ １０／１０  ６／６ ２／１４ 
     ％  ２０   ２１   ９  １３   ８   １００  １００   １４ 
地域・領主                  Ｅ大川領  Ｂ色部領 
 全体の頻度・％  村町の組  ⑰組  ⑱組▼  ⑲組  ⑳組▼  21組   粟島 
 未記載率  ４／４ １４／１６  ４／４  １／５ ３／１０   ０／１   １０２／２５３ 










































「頸城郡東絵図」の町場は 13 ヶ所で、家数は 388 軒
である。村町の総数は 380 なので、町場の比率は 13
／ 380 ＝ 3.4％になる。「瀬波郡絵図」の町場は 24 ヶ
所で、家数は 974 軒である。村町の総数は 253 なので、
町場の比率は 24 ／ 254 ＝ 9.4％になり、「頸城郡東絵
図」よりも町場の比率が高い（注 32）。「頸城郡東絵図」は、






































図 8―村上市石住集落（旧朝日村）／ Google マップより引用。



























表 4―瀬波郡絵図の町場の集計  ■部隊編成の中心地　①②③は組の番号→図１に対応
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 小 計     ８ヶ所 ２３５ １０１５．９８４６ １６３４．１０７６
郡絵図不記載     １ヶ所  大国鮎川領Ｄ・猿沢村 











大川領 E・山北地区以外の A・B・C・D 地区では、






















縄ノ高の約 2 倍程度が、瀬波郡での 1 軒当たりの縄ノ
高に相当すると想定して兵種と諸役を区分した（注 39）。







































名』（注 29）。番号の数字は表 4 と対応。
図 12―「瀬波郡絵図」の猿沢村▲／「瀬波郡絵図」


























町場は 24 ヶ所あり、そのうちで大川領の町場は 8 ヶ
所を数え（8 ／ 24 ＝）、1 ／ 3 を占めている。大川領



































表 6―「瀬波郡絵図」のタイプ別の村町集計 表 7―「頸城郡東絵図」の軍役負担の集計









    軍役・諸役の負担内容 
瀬波郡絵図 
１軒当たりの縄ノ高 
  Ａ型 ８石以上  騎馬兵士＋徒歩の従兵 １５石以上 
  ＡＢ型※ ８石未満～５石以上※  騎馬兵士＋足軽部隊   ― 
  Ｂ型 ８石未満～５石以上  徒兵・足軽部隊 １０石以上 
  ＢＣ型 ５石未満～３石以上  足軽＋小荷駄隊 ５石以上 
  Ｃ型 ３石未満～１石以上  非戦闘員の小荷駄隊 ５石～３石 
  Ｄ型 １石未満  在村で軍役・諸役を負担する ３石未満・国境警備役 
  Ｆ型 ０．１石以下  負担する諸役の内容不明 ２石未満・塩焼きの村 
 
 村数 家数 家数比％ 類型集計① 類型集計②





Ｂ型の内訳 ３４ ７０９ １３．４
ＢＣ型の内訳    ４２  ３７４ １６．６ 輸送型 
２７％ Ｃ型の内訳    ２６  ３４３  １０．３  １３．１％
Ｄ型の内訳    ３８  ５３４ １５   在村型 
 ２４％ Ｆ型の内訳     ５    ９３    ３．５
タイプ不明    ３９  ３４７  １３．２  
  合 計  ２５３ ２６２６  ※ 
 
  村の数 家の数 人 数 人数比％ 類型集計① 類型集計② 







ＡＢ型の内訳     ２    １２    ４３   ０．４
Ｂ型の内訳   ６５   ５５２  １８０５   １６．２
ＢＣ型の内訳 １２０  ９６６  ３５５７   ３１．９ 輸送型 
６３％ Ｃ型の内訳 １１８ １０４９  ３６２９  ３２．８ ３２％ 
Ｄ型の内訳   ３４   ２０９   ７１６   ６．４  在村型 
１２．３％ Ｆ型の内訳   １６   １８５    ６３８   ５．７
タイプ不明   ２６   






























＋②の村高は約 259 石で、家数が 67 軒の町場である。







⑱組のタイプ別の比率を見ると、分類不明が 5 ／ 17
＝ 29.4％になる。⑱組は、大川領全体の不明率（不明



















 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   １    ４  ４．５
ＢＣ型の内訳   ２    ４８  ５４．５
Ｃ型の内訳 ３ １１ １２．５
Ｄ型の内訳   ４    ２５  ２８．４
タイプ不明   ４    ―   ―
 合 計  １４ ８８
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   １    １   ２．７
Ｂ型の内訳   １   ２９  ７８．４
ＢＣ型の内訳   １     ４  １０．８
Ｃ型の内訳   １     ３   ８．１
 合 計   ４   ３７  
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ３    ７  ４．６
Ｂ型の内訳   １   １１   ７．２
ＢＣ型の内訳   ４    ２５  １６．３
Ｃ型の内訳   ２    ２０  １３．１
Ｄ型の内訳   ２   ９０ ５８．８
タイプ不明   ５    ―   ―
 合 計  １７  １５３
 
 村数 家数 家数比 ％ 
ＢＣ型の内訳   １     ７  １８．４
Ｃ型の内訳   １     ９  ２３．７
Ｄ型の内訳   ２   ２２  ５７．９
 合 計   ４   ３８   ７．６
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   １    ７ １１．９
Ｃ型の内訳   １     ５    ８．５
Ｄ型の内訳※  ２   ２０   ３３．９
タイプ不明   １    ２７  ４５．８
 合 計   ５   ５９
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   １    ４ ３．２
Ｄ型の内訳   ７  １０６  ８４．８
タイプ不明   １   １５   １２  
 合 計   ９  １２５  
 
表 8―大川領のタイプ別の村町集計
 村数 家数 家数比 ％ 類型集計① 類型集計②





Ｂ型の内訳    ２    ４０    ８  
ＢＣ型の内訳    ８    ８４   １６．８ 輸送型 
２６．４ Ｃ型の内訳    ８    ４８    ９．４ ※９．４ 
Ｄ型の内訳  １７  ２６３  ５２．６  在村型 
５２．６ 
タイプ不明  １１    ４２    ８．４   
  合 計  ５３  ５００ ※※ 








































過半を越える D 型の村町　表 8 の「大川領のタイプ
別の村町集計」で最も特徴的なのは、在村して軍役や
諸役を勤める D 型の村町数が突出している点である。
大川領の D 型の村町は 17 ヵ村町を数える。「瀬波郡絵
図」全体では、D 型と F 型の在村型の合計は 18.5％で





の 中浜組では 9 ヵ村のうち 7 ヵ村が D 型である。江




の村町は 17 か村町で、家数比は 147 ／ 500 ＝ 29％
に過ぎずない。大川領の D 型の 17 ヵ村町のうちで、






105 ヶ所、軍役と諸役を負担する家数が 1，335 軒で
ある。大国領は地形的に、岩船港に続く山地以南のイ
地区、三面川以南のロ地区、三面川以北のハ地区、海













⑬組は大国分が多め、⑭組は 1 ／ 10 が鮎川分（未記


























































比較すると、大国分 80 ヵ村・70％、鮎川分 17 ヵ村・
15％になる。この数値比には⑫組の村高が極端に低
い海村 16 ヵ村が含まれているので、これを除外して

























し も う の と ろ
鵜渡路組の 6 ヵ村町・60 軒である。
























表 9―大国領の領主別の村町数の集計  
大国分※ 鮎川分 色部分 鮎川相給 色部相給 未記載 合計 
８０ １７ １ １   １ １５ １１５ 
６９．５ １４．８ １ １   １ １３％   
６４☆ １７ １ １   １ １５   ９９ 
６４．６ ２６．６ ※旧本庄領 ☆⑫組を除外した補正値 
 
 村数 家数 家数比％ 類型集計① 類型集計②





Ｂ型の内訳    １７  ２５０ １８．６
ＢＣ型の内訳    １５  １０９  ８．８ 輸送型 
１２．６ Ｃ型の内訳   ６    ５９  ４．８ ※４．４ 
Ｄ型の内訳   １６  ２２３ １６．６  在村型 
２２．４ Ｆ型の内訳     ４    ７７   ５．７
タイプ不明    ２０  ３０５ ２１．８   
  合 計 １１５ １３３８ ※※ 
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳  ４   ３７  ５３．６
ＢＣ型の内訳   １     ４    ５．８
Ｄ型の内訳   １    ５    ７．２
タイプ不明   ３   ２３  ３３．３
 合 計  ９   ６９
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳  ５   ６４  １００
タイプ不明   １   ―   ―
 合 計  ６   ６４
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳  ２    ４   ８．５
Ｂ型の内訳   ３   ３２  ６８．１
ＢＣ型の内訳   ２     ９   １９．１
Ｃ型の内訳   １    ２    ４．３
タイプ不明   ２   ―   ―
 合 計 １０   ４７
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳 ６ １９ ４．７
Ｂ型の内訳 ２ ３２ ８
ＢＣ型の内訳 ２ １１ ２．７
Ｃ型の内訳   １    ２    ０．５
Ｄ型の内訳   ２   ８５   ２１．１
タイプ不明   ２  ２５３   ６２．９
 合 計 １５  ４０２
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳 ８ ６１ ３５．９
Ｂ型の内訳 ３ ６０ ３５．３
ＢＣ型の内訳 １ １７ １０  
Ｄ型の内訳 ２ ３２ １８．８
タイプ不明 ５ ― ―
 合 計 １９ １７０
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ２   １３  ２０．３
Ｂ型の内訳   ２   １５  ２３．４
ＢＣ型の内訳   １     ５    ７．８
Ｃ型の内訳   １    ７   １０．９
Ｄ型の内訳   ５   ２４   ３７．５




国境警固役の山村   在村して国境警固役を勤める D
型の村は 16 ヵ村・223 軒・17％である。D 型の比率は、
大川領の 17 ヵ村・263 軒・53％と比べるとそれ程高
くはない。D 型の比率が極端に高い、特異なグループ
が⑪いしすミ組である。11 ヵ村のうちで D 型の村が


























 村数 家数 家数比 ％ 
ＢＣ型の内訳   ４    ３２   １８．７
Ｄ型の内訳   ５   ６２   ３６．３
Ｆ型の内訳   ４   ７７   ４５
タイプ不明   ３   ―     ―
 合 計 １６  １７１
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ６   ６０  ４５．８
Ｂ型の内訳   ３   ４５  ３４．４
ＢＣ型の内訳   ２     ９    ６．９
タイプ不明   ２   １７   １３  
 合 計 １３  １３１
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   １   １４  １１．５
Ｂ型の内訳   ３   ３８  ３１．１
ＢＣ型の内訳   ２    ２２   １８  
Ｃ型の内訳   ２   ３３   ２７  
Ｄ型の内訳   １   １５   １２．３
タイプ不明   １   ―     ―
 合 計 １０  １２２
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ３   ４３  ４３．９
Ｂ型の内訳   １   ２８  ２８．６
Ｃ型の内訳   １   １５   １５．３
タイプ不明   １   １２   １２．２
 合 計  ６   ９８
 
の軍役を負担して出陣する 4 ヵ村と在村の、D・F 型
の 9 ヵ村に大別される。
⑫組では 16 ヵ村のうちで 13 ヵ村が「上中下」の
区分が完了している。達成度は 81.3％の高率である。
BC 型の 4 ヵ村は、中が 3 ヵ村、未記載が 1 ヵ村で上
の区分の村は無い。164新保村は、家数が 6軒で第 2位、
1 軒当たりの縄ノ高が 6.47 石の第 2 位で、総合点で第
1 位になる。区別が未記載の新保村が上の村に相当す
ると推定されるが確証が無い。
D 型の 5 ヵ村では、家数と 1 軒当たりの縄ノ高が
1 位の 161 吉浦村と 3 位の 162 早河村が上で、2 位の
163 馬下村が中に区分されている。この 3 ヵ村の数値
の違いは僅差である。役負担が 2 石以下の F 型の 4 ヵ



































































261 匹以上に対して、京升で米が 6 石 7 斗 2 升 5 合、
大豆が 9 石 4 斗であった。上杉家中の担当者 8 名への














































































「瀬波郡絵図」全体では町場は 24 ヶ所、家数は 974
軒余を数える。「115 村上町」は家数が 253 軒で、郡内
で最大規模の町場・都市であるが、町場の家数比では




の 161 軒、3 位は大国領⑨組の瀬波村の 78 軒である。
































































BC 型を除外した A・B 型に限定しても色部領の比率







闘 50：30 輸送」である。大川領は「戦闘 13：26 輸送」、






在村型の D 型の村の頻度が 5 ヵ村・ 3％と極端に低い
ことである。最北の羽越国境の大川領では D 型の村は
50％を越えている。「頸城郡東絵図」では、D 型の村
を 1 人当たりの軍役負担・免除給付高 1 石未満を基準
に算定した。「瀬波郡絵図」ではこの基準を準用して、
1 軒当たりの免除高 3 石未満を D 型の村に算定したが、
人数を基準にした場合に比べると不確実である。2 石
未満を負担内容が不明の F 型の村に算定したが、色部




②組が 43 小中島村、③組が 54 うゑの山村、56 さわ村、















表 11―色部領の領主別の村町数の集計 ★単独知行 ▲入り会い・相給 ※色部氏と合算
組 色部氏 土沢氏 直江氏 垂水氏 黒川氏 加地氏 御料所 大国氏 不記載
②★    ６    ３  １６  
  ▲     
③★     ５  １  ２  
  ▲    ２    ２  
①★   １２     ２
  ▲   １０  ３  １  ５  １  ４  
④★    ６     １
  ▲    ５  １   ４  １  １ 
 色部氏 牛屋氏   
⑤★   ６  １※     １
  ▲     
計 ★  ３０※ 土沢氏    ８  １７   ２  



















 村数 家数 家数比 ％ 類型集計① 類型集計②





Ｂ型の内訳 １５ ３１９ ３０．９
ＢＣ型の内訳 １９ １８１ １７．５ 輸送型 




   １
  ３３ 




  ４．７ 
タイプ不明   ８    ―   
  合 計  ８５ １０３１ ※ 
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ９  １０６  ３０．６
Ｂ型の内訳   ８  １２５  ３６．１
ＢＣ型の内訳   ５    ７５ ２１．７
Ｄ型の内訳  １   ２４   ６．９
Ｆ型の内訳   １   １６   ４．６
タイプ不明   １   ―   ―
 合 計 ２５ ３４６
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ７   ２２  ２１．６
ＢＣ型の内訳   ８    ４３   ４２．２
Ｃ型の内訳   ６   ３６  ３５．３
Ｄ型の内訳   １   １   １  
タイプ不明   ３   ―    ―










地の結果（縄ノ高）、大内淵村は 4 石 4 升 8 合、畑村
は 9 斗 7 升 9 合に村高が確定されたことになる（注 69）。
江戸前期の万治二年（1659）の検地高と「縄ノ高」
とを比較すると、47 下川口村は 16 世紀末の約 30 石
が約半世紀後には 3 倍以上の 102 石に、48 おゝちぶ
ち村は 4 石余から約 3 倍の 12 石余に、 49 ぬま村では
6.6 石から 7 倍以上の約 50 石に、50 はた村は約 1 石
から約 18 石に激増している。「徳川の平和」によって
開発が進んだとしても、「縄ノ高＝検地にもとづく村



















 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ２   １０  ２２．７
Ｂ型の内訳   １   １２  ２７．２
ＢＣ型の内訳   ２     ８   １８．２
Ｃ型の内訳   ２    ７   １５．９
Ｄ型の内訳   ３    ７   １５．９
タイプ不明   １   ―   ―
 合 計 １１  ４４
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳   ４   ５１  １３．９
Ｂ型の内訳   ４  １１２  ３０．５
ＢＣ型の内訳   ３    ３４    ９．３
Ｃ型の内訳   ２  １７０   ４６．３
タイプ不明   ２   ―   ―
 合 計 １５ ３６７
 
 村数 家数 家数比 ％ 
Ａ型の内訳  ３   ５８  ３３．７
Ｂ型の内訳   ２   ７０  ４０．７
ＢＣ型の内訳   １    ２１   １２．２
Ｃ型の内訳   ２   ２３   １３．４
タイプ不明   １   ―   ―











4 升 8 合の「縄ノ高」は、国境警固役を勤める 1 軒の
地侍家に対する役料の免除給付高と解釈する方が整合






























と推定されるが、48 おゝちぶち村と 50 はた村は色部
氏の単独知行地になっている。羽越国境の警固役と塩
表 13―色部領の羽越国境の村の集計  小文字数字は東大出版会本の通し№
※「境目故諸役なく踞申候」 ※※「本納なく候　渡場故当村者□諸役無之」 ◎近世の口留番所
通し№村名 領主 a本納高石 b縄ノ高石 c家数 b÷c タイプ 
№47 下川口村 黒川分 １２．０１９ ２９．６８４ ７ ４．２４  Ｃ 
３．４倍   近世の村高  １６５９年→１０２，１２
№48 おゝちぶち村 色部分 ０ ４，０４８ １ ４，０４８  Ｃ  ※ 
３倍  ◎ 近世の村高  １６５９年→１２．２４２
№49 ぬま村 黒川分 ２，１３ ６．６ ２ ３．３  Ｃ 
７．６倍   近世の村高  １６５９年→４９．９０８
№50 はた村 色部分 ０ ０．９７９ ―  不明 ※※ 



















































を示している。桃崎村の（27 － 10.297 ＝ 16.703 石）





の免除給付高は（61.8 － 10.3 石）＝ 51.5 石と推定され、


















































領主と地区 町場・集落 郡絵図の家数 家 軒 a縄ノ高  石 a＋本納高  石 型
色部分荒川保 ①１．桃崎村 街村形態 ９ ２４  １０．２９７ 本納なく候 Ｄ
近世の村高※      １６４５年→ ２７  
色部分牛屋条 ⑤７７．塩や村 街村形態 ８ １８  ６１．７９７ ６７．７９７ Ｃ
近世の村高※      １６４５年→ １４０  
色部分荒川保 ①２３．貝付村 集村    ４ １６   １．１０９  １．３０９ 屋敷 Ｆ
近世の村高※      １６４５年→ ６７  
◎荒川保 ①２２．花立村 集村    ４  １ １２３．８２３ １５４．２２３ Ａ




























（1563）の渡船料は 1 人当たり 5 文であった（注 86）。桃










































図 27―貝付集落と花立集落の航空写真／ Google マップより引用






















石と本納高 30.4 石の合計の 154 石余になる。正保二
年（1645）の国絵図の村高 130 石との差額は－ 24 石
余になり、江戸初期に村高が減じているが、縄ノ高と
の比較では + 約 6 石になる。文禄期の花立村は、渡
船役と軍役負担の縄ノ高の約 124 石だけでも 1645 年
の村高 130 石とほぼ同額になるので、色部氏と黒川氏
に年貢をほとんど貢納していなかったことになる。































































郡絵図の約 50 年後の 1659 年の検地高では、下関町の
村高が約 136 石から約 739 石に 5 倍以上も増加するの
表 15―②組の上関と下関の比較　※万治二年の検地高（注 89）
領主と地区 町場・集落 郡絵図の家数 家 軒 a縄ノ高  石 a＋本納高 型
色部分奥山荘 ３５．下関町  街村形態 ８ ２０  ９９．５１４ １３５．９２９ Ｃ
近世の村高※     ※１６５９年→ ７３８．７５８  
色部分奥山荘 ３７．関川口村 街村形態 ９ ２２ １３９．３３６ １６８．８３６ ＢＣ





























































e ＝村高、□は 5 を入れ、四捨五入した。以下同じ。f ＝平均村高、g ＝ 1 軒当たりの縄ノ高
 a村町数 b家数 c本納高 d縄ノ高 c＋d＝e e÷a＝f d÷b＝g 
色部分   １９ １２３ １６５石 １１４７   １３１２ ６６．８    ９  
黒川分   １６  ６２  ３２０   ６６８    ９８８ ６１．８  １１  
垂水分     ８   ２９   ２３   １１７    １４０ １７．５    ４  
加地分     ２   １０   ４２   １８７    ２２９  １１５     １９  
単独知行の集計   ４５ ２２４  ５５０ ２１１９   ２６６９   ５９．３   ９．５
色部・黒川入会     ３   ５０  １９１   ８０２    ９９３ ３３１     １６  
色部・土沢入会     ２   ６３  ４１２ １４７６   １８８８ ９４４     ２３  
色部・御料所入会     ３   ３５  １５５   ７４６   ９０１  ３００     ２６  
加地・色部入会     １  １２   ２０   １３４    １５４ １５５     １３  
加地・直江入会     １   ５２   ―   ５１６ ５１６＋α   ―     １０  
色部御料所黒川入会     １   １７    ７５   １９４    ２６９ ２６９     １５．８
黒川色部土沢入会     １   ２７    ７５   ２９４    ３６９ ３６９     １１  
不記（土沢→藤沢村）     １    ５   １７    ７３      ９０    ９０     １８  











は A 型が 1 ヵ村、BC 型が
2 ヵ村に過ぎず、小荷駄隊
の C 型が 2 ヵ村、在村の
D 型が 3 ヵ村であり、戦闘
能力はあまり高くない。1
軒当たりの縄ノ高の平均
は 4 石である。村高を 2 氏
相給は 1 ／ 2、3 氏相給は

































地の 4 ヵ村は、「騎馬兵士＋徒歩の従兵」を勤める A
型が 2 ヵ村、「徒兵・足軽部隊」を勤める B 型が 2 ヵ
村で、戦闘部隊の中核の一部となった。
25 土沢村は土沢氏の名字の地であるが、縄ノ高約














 b家数 c本納高 d縄ノ高 c＋d＝e d÷b＝g 型 
垂水単独知行 
   27.あか谷村 
   33.打あかり村 
   51.八口村 
   53.小見村 
   54.うゑの山村 
   ◎ 55.ゆ村 
   56.さわ村 










３   
１   
０．３ 
６   
１   





































   ８ヵ村 ２９ ２３．２ １１７．１ １４０．３ ４    
土沢・色部入会 
      9. かなや村 
 





   16.なわり村 １１ １０１   ３５９  ４６０  ３２．６ Ａ 
２氏相給、２ヵ村 ６３ ４０２   １４７６  １８７８  ２８    
土沢・黒川・色部氏入会 
      15.かちやの村 
 






     65.こゐわ内村 
 

















林弌氏は、色部領では A 知行定納高と郡絵図の B 本
納高とがおおむね一致することから、B 本納高は家臣
から提出させた「知行定納高」に相当すると指摘した





































通し№・村町名 定納高 石 知行人 通し№・村町名 定納高 石 知行人 
１．  62.宿田村 
２．  81.牛屋村 
３．  76.桃河村 
４．  72.松沢村 
５．  71.牧目村 
６．  82.田中村 
７．  75.飯岡村 
８．  ※浦田村 


























肴役     






















    59.若山村 
    52.高田村 
    70.蛇喰村 
    69.中屋敷村 
    67.朴坂村 
    68.宮の前村 
    66.桂村 
２０．関村★ 
    37.関川口村 
    38.六本杉村 
    50.はた村 
    48.大内淵村 
    45.大石村 
    39.蔵田島村 
２１．14.酒町村
２２．※中目村 

































  ―不明 
 合計村町数  定納高合計  



















160 人、手明 20 人、鉄砲 12 丁、大小旗 15 人、馬上







































































































































































 塩や村 袋村 長面村 新保村 牛屋村 田中村 岩船 八日市 三日市
定納知行覚 ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― 


















史料 8（注 118）、平林在番の記載が史料 9（注 119）である。〈　〉




　B 三拾二石八斗　　C 色部右衛門　②一、AB 同　














役は A292 人、負担する軍役の石高は B4，868 石であ
る。B÷A ＝ 1 人当たりの軍役高は約 17 石になる。「平
林在番衆」は 9 名の地侍である。軍役を負担する人数
A は合計 20.8 人、負担する軍役の石高 B は合計 312.8
石になる。B 合計高 ÷A 合計人数＝ 1 人当たりの軍役
高は約 15 石になり、龍松丸の約 17 石と近似する。「員





































備中守の同心となり、53 石 7 斗の 3 人分の兵士役を
勤めていた。史料 11 では大国但馬守実頼の本城、天
神山城（新潟市西蒲区岩室・旧岩室村）の在番衆とな
り、150 石の知行を得ていた。史料 12 の下新兵衛は、
出羽国庄内の大山城（尾浦城・山形県鶴岡市大山）在
表20―垂水・下・三潴氏の「員数目録」での軍役負担 
 垂水左衛門 下新兵衛 下勘左衛門 三潴左近助 三潴佐左衛門 
人 数 ３人 ８８人 ２０人    １１人 ０．８人 
軍役高  ５３．７石 １，４５８石  ３２０石 １８３．３石   １４．２石 
１人の軍役高  １７．９石   １６．６石     １６石   １６．７石   １７．８石 
番の大山衆となって、1，
458 石で 88 人分の兵士役
を勤めていた。史料 13 の
同族の下勘左衛門も大山衆




史料 14 の三潴左近助は、183 石 3 斗で 11 人分の兵士
役を勤めていた。同じく史料 16 では 183 石 3 斗 7 升
7 合で 11 人分の兵士役を勤めていた。史料 15 の同族
の三潴佐左衛門は、庄内大宝寺城（鶴岡市馬場町）の
本庄越前守（本庄繁長とは別家）の同心となって、14





















組／村数 ⑩組１９ ⑪組１１ ⑭組１０ ⑮組６ ⑬組１３ 合計５９ 分類 
 大国分   ２   ４   ８※   ４   ６※   ２４  Ａ 
 鮎川分   ２   ３   １   ２   ２   １０  Ｂ 
大国＋鮎川   ７※   ２   １    ２   １２  Ｃ 
鮎川＋大国   ３   ２     １    ６  Ｄ 






















































大須戸川の流域の⑬組の 5 組の 59 ヵ村町である。A
単独知行地は大国氏が（24÷59 ＝ 41％）、B 鮎川氏は
（10÷59 ＝ 17％）で、鮎川氏は大国氏の半数にも届か
ない。相給地を大国氏優位（C）と鮎川氏優位（D）
















































































































































































































































































































い た や ご し
屋古瀬駿河
守を筆頭とする 34 騎、B －山
さ べ り
辺里下総守を筆頭とす
る 26 騎、C －鵜
う の と ろ
渡路因獄助を筆頭とする側近の子息








A の板屋古瀬衆 34 騎は本庄領を中心に編成されたこ
とが読み取れるが、鮎川氏との相給地の小河村、色部
氏との相給地の有明村を名字の地とする地侍も含まれ
ている。B の山辺里衆の 26 騎は本庄領の地侍たちだ
けで編成されたと推定される。
表 22 の下段は小嶋一族のリストである。3 名の小
嶋一族は、16 世紀中頃の永禄期に「色部年中行事」
で正月四日に色部館に出仕して、御館様と椀飯の儀式



































































































が在番衆筆頭のリーダーである。②の 21 石で 1.26 人
役を勤めるのが伊藤兵作をはじめ 10 人、③は大嶋仁
兵衛をはじめ 5 人、④は中山五右衛門をはじめ 11 人、
⑤は普済寺 1 人である。鮎川在番衆の名簿は 28 人で
ある。
③④⑤には軍役負担の人数が記載されていない
が、①②の 1 人当たりの役高は（42.5 石 ÷2.55 人＝
16.666…石、21 石 ÷1.26 人＝…16.666…石）約 17 石
になるので、③④⑤の軍役高を 16.666…石で割ると
軍役負担の人数が算出される。③の 11 石 3 斗では約
0.7 人役、④の 8 石 5 斗では約 0.5 人役、⑤の 11 石 8
斗では約 0.8 人役になる。この人役に③④⑤の軍役高
を掛けるとグループごとの在番人数が算出される。鮎













が、小池一族は② 21 石役高の小池権右衛門と④ 8 石

















































































































三之助は 123 石 7 斗で 7.4 人分の兵士役を勤めていた。
1 人当たりの軍役高は、鮎川十次郎が（14.2 石 ÷0.8 人






























塩の村の割譲　図 2 で三面川河口 ― 山形県境の距


























































































ウントすると、1 位が大国但馬で全体の（93 ／ 254 ＝
37％）を占めている。2 位は色部氏の（51 ／ 254 ＝
20％）、3 位は大川氏の（46 ／ 254 ＝ 18％）、4 位は鮎
川氏の（30 ／ 254 ＝ 12％）である。4 氏の合計で（220













65 ／ 254（大川之町を含む）＝ 26％、「頸城郡東絵図」








絵図」で 30 ／ 254 ＝ 12％、「頸城郡東絵図」で 19 ／











































組 ①組 ②組 ③組 ④組 ⑤組 ⑥組 ⑦組 ⑧組 ⑨組 ⑩組 ⑪組 
領主不記 １ １ ０ ２ ２ ２ ２ ３ １ ４ ０ 
家数不記 １ ３ １ １ ３ ３ １ ２ ２ ５ ０ 
 村 数 ２４ ２５ １１ １５ ９ ９ ６ １０ １５ １９ １１ 
組 ⑫組 ⑬組 ⑭組 ⑮組 ⑯組 ⑰組 ⑱組 ⑲組 ⑳組 ２１ 粟島 
領主不記 ２ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ ３ ３ ０ 
家数不記 ３ ２ １ ０ ４ ０ ４ ０ １ １ ０ 
























































































































前掲注 1、伊藤正義・旧稿の二章 1 節「郡絵図の縮尺と接
合関係の検証」、別稿 1「越後国頸城郡絵図の基礎的研究Ⅰ
―戦国期頸城郡の村町と軍役の負担体系―」『鶴見大学紀













































































儀・吉書・呪符 ― 中世村落の祈りと呪術 ―』吉川弘文館
中世史選書、1988 年、『忘れられた霊場―中世心性史の試































































































土研究グループ、1987 年。110 ～ 17 ページ参照。
59．	西沢睦郎「色部氏と奥羽仕置」『福大史学』第 46・47 号合
併号、1989 年。



























66．	前掲注 27、中野豈任『祝儀・吉書・呪符 ― 中世村落の祈
りと呪術―』。前掲注 9、伊藤正義「福原報告へのコメント」。
67．	小村弌、第三編第二章「第一節　村高と景観」『関川村史』













































81．	前掲注 37、矢田俊文、第 2 編第四節三「瀬波郡絵図と中条」
『中条町史・通史編』2004 年。伊藤正義、「『越後色部氏年
中行事』と正月吉書の遺文 ― 石瀬青龍寺から届く三ヵ条



































































別稿 1「越後国頸城郡絵図の基礎的研究Ⅰ ― 戦国期頸城
郡の村町と軍役の負担体系 ―」『鶴見大学紀要』第 55 号、




心として―』吉川弘文館、1983 年。163 ページの第 13 表、













1987 年、60 ～ 63 ページ。
107．	「上杉家軍役帳」『新潟県史資料編 3・中世 1』「上杉文書」
840 号、1982 年。池　亨、第四章第一節「二　謙信登場」『新
潟県史・通史編 2・中世』、1987 年、表 29「上杉家臣団と
軍役」参照。広井　造、第三部第四章第二節「上杉謙信と















輔殿は 35・134 ページ、牛屋右近丞殿は 43・136 ページに
年始の御礼出仕の記事が見える。
111．	前掲注 11、田島光男編著『越後国人領主色部氏年中行事』。




















年定納員数目録」『上杉氏分限帳』古志書院、2008 年。  
114．	前掲注 5、伊藤正義、「九章　軍事演習用絵図としての頸城
郡四箇郷絵図―1．郡絵図の割書と文禄三年定納員数目録」、
別稿 1「越後国頸城郡絵図の基礎的研究Ⅰ ― 戦国期頸城
郡の村町と軍役の負担体系 ―」『鶴見大学紀要』第 55 号、










潟県史・通史編 2・中世』、1987 年。前掲注 59、西沢睦郎「色







































129．	前掲注 8、大谷内礼子、第四章第三節「一  城将と城領」『新
潟県史・通史編 2・中世』、1987 年。
130．	金子　達、第四章第二節「一　御館の乱」『新潟県史・通





132．	前掲注 8、大谷内礼子、第四章第三節「一  城将と城領」『新





















































年）』1987 年、92 ～ 98 ページ。『村上市史』資料編 1 古代
中世編 346「管窺武鑑」、1993 年。前掲注 116、大場喜代司、
十一章二節「最上氏の庄内進出と本庄氏の反撃」（『村上市










156．	前掲注 8、大谷内礼子、第四章第三節「一  城将と城領」『新
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161．	前掲注 5、伊藤正義・別稿 1「越後国頸城郡絵図の基礎的
研究Ⅰ―戦国期頸城郡の村町と軍役の負担体系―」。
162．	前掲注 117「色部氏文書」『新潟県史資料編第 4 編　中世二
　文書編Ⅱ』。前掲注 11、田島光男「色部氏年中行事」、「文
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注 47、矢田俊文・福原圭一・片桐昭彦「文禄三年定納員数
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